

























































































　そのお隣は同 じ李 さん、李茎 さんです。

































































































初4人 からスター トした会社 も現在百何十人































































































































































































































































　2000年9月に北京から福岡の トー マ ツに











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日中投 資促 進機 構 とか 日中経済 協会 、
JETROもそうですし、日本の県の半分近く
が、恐らく上海には拠点を設けられていると
思います。省エネとか省資源とか環境 とか、
そういう日本の技術をこちらに導入して、経
営を拡大してい くというお手伝いもしていた
だけるようなシステムになっていると思いま
す。
　一方、中国の企業の 日本に進出というと、
2003年か2004年ぐらいだと思いますけど、
これは小泉総理のころ対 日投資を呼び込もう
ということで、積極的に誘致強化を図りまし
た。JETROでは上海にも対日投資の部門を
設け、専門の人材を置いて中国企業を日本に
呼び込もうと、中国企業が日本で設立しよう
と思ったら、取 りあえずの期間JETROの1
室を無料で貸してもらって、あるいはアドバ
イスをしてくれるというようなこともやられ
ていました、何社かは中国からも対日投資さ
れた企業 もあるというふうに聞いています。
それがうまく成功したかどうかというのはち
ょっとわかりませんが、それで日本の雇用を
増やしていこうという施策も取られてお りま
した。
　今後、中国日系企業はやはり製造 というよ
り、中国の消費力を取 り込むための販売力と
いうのがどうしても必要になってきます。販
売とかあるいは流通とか、中国に根ざしてい
ないとなかなかノウハウが身に付けないよう
な業種というか業務になって くると思います
ので、ぜひ中国の方もパートナーとして力を
かりることも必要だと思います。最近までは
ずっと合弁ではなくて独資化が言われてきま
したけど、場合によっては合弁も必要になっ
てくるのでは、あるいはそういう人材 とパー
トナーシップを組んでいくということも大事
になってくるのではないかというふうに思い
ます。
飯高　どうもありがとうございます。時間が
だいぶ迫ってきましたので、あと林さんと李
さんのほうから。実際の現場としては、そう
いう状況に対して今後どういうふうにしてい
くかということでお願いします。まず林さん
のほうから。
林 先ほどの李茎 さんの話では、政府からの
話 ということですと今年に入って上海の成長
はかなり厳 しいものになっています。実はさ
っき李蓋 さんの話したことは私もある政府の
人から聞いていますが、日中間のビジネスに
しても、最近見ても大きな変化があまりない
と。
　鮫子事件、中国の地震などで、今週の 「口
経新聞」の調査によりますと日系大手旅行社
の中国へのパッケージツアーは7月、8月、
どんどん落ちています。9月は回復するだろ
うと思ったら、大体シドニーのオリンピック
が終わった後に倍増となっているけれども、
中国だけでマイナス50%だった。予想 もし
なかったところに来ていると。
　日中間の調和 というのは、やはりお互いに
認識する時問がかかるだろうということで
す。現場の話を聞くと、 日本の企業が中国に
進出するよりも、もっと中国企業をこれから
日本に進出するという機会が、かなり大きい
チャンスで来るのではないかと。
　もう一つは、私たちがやっているビジネス
なんかは旅行分野というので、もっと日本政
府が個人旅行 ビザを中国と同等条件で緩和 し
てくださいと。日本観光の中国人へのビザは
団体旅行であります。今は韓国、台湾、日本
への旅行はどんどんビザを緩和 しています。
今の景気、不景気になって、欧米から来る人
が少なくなるけれども、唯一増えるのは中国
と台湾、あと香港のお客様。だからどんどん
その辺の中国人個人観光ビザを緩和して、日
本の経済でも中国の経済が一緒に上がってい
く。それがいい調和ではないかなと思います。
飯高　ありがとうございます。李世偉さんも
いっぱい言いたいことがあるでしょうけれど
短くお願いします。
李世偉　やはりさっきは国民性とか言いまし
たけれども、 どこの国でも好 きな人がいれば
必ず嫌いな人もいます。だから付き合う友達、
あるいは友人をうまく見付ければ、日中ビジ
ネスはうまくいくのではないかなと思いま
す。
　あと、よく言われているアメリカの技術、
日本のサービス、中国の人材、この三つのキ
ーワードがうまく調和させれば、きっと世界
は良 くなるのではないかなと思います。
　 また、中国と日本は同じ東アジアの人で、
いわゆる感覚はやはり欧米とちょっと違うと
ころがあります。ですから中国と日本がうま
く融合すれば、今世界は変だけども、もっと
東アジアがうまくいくのではないかなと、そ
ういう希望と夢とを持って、仕事を頑張って
いこうと思っています。
飯高　どうもありがとうございました。時間
がまいりまして、私は悟越にもまとめなんか
はできませんので、これで終わりたいと思い
ます。
　いろいろお話が出たように、日中の、中日
のビジネスの連携、あるいはパートナー関係
が大きく変わ りつつあるなというふうな印象
を強く持ちました。確かにこれまで価値観の
違いがあったんですが、あるいはこういう違
いでいろいろな課題もあったんでしょうが、
そういったものを乗 り越えて、お互いに前向
きな協調といいますか調和を図りながら取 り
組んでいけたらいいなと。そういうコミュニ
ケーション、今日は随分コミュニケーション
という言葉が出たんですが、そういうコミュ
ニケーションの一つとして、この学会も何ら
かの役割を果たせたらいいなと。会長、そう
思ったんですが、どうでしょうか。
　今回は1回 目なんですが、今後、会長のお
話では年に少なくとも2回、3回、4回はち
ょっと無理かなと言われたんですが、こうい
う機会をずっと持ちたいと。上海、あるいは
東京にも来ていただいて、そういう場を深め
て交流をぜひしたいと思ってお ります。
　今日はつたない司会で、時間もちょっとオ
ーバーしましたが、フロアの皆さんからのご
質問とかご意見、一切聞けなかったんで、こ
の後会食の場があると思いますので、そちら
のほうで自由に討論を、あるいは質問等をし
てください。ありがとうございました。以上
で終わります。
*1　現職:上海市宝山区発展改革委員会(物価局)副主任
*2　身在曹営心在漢:三 国志の時代、蜀漢の関羽は敵国である魏の曹操のもとに身を寄せた
時期があったが、その期間も関羽は依然として主君である蜀漢の劉備への忠誠心を持っていた
故事(参 照:『中日大辞典』,大修館書店,1987)。
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